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Abstract 
In a previous pap巴rwe ha ve observed on the pot巴ntiometrictitration 
of strong acid (HCl) with strong bas巴 (NaOH) and vice versa， using 
four bimetallic electrodes， Pt-W， Pt-Ni， Pt-Ag， Pt-5b. In the present 
paper， continuing th巴~investigations previously reported upon， we studied 
on the potentiometric titration of strong acid (HCl) -weak ba;:;巴 (NH40I-I)
and weak acid (CH3COOH)-strong base (NaOH). 
l緒論






極を使用し，また Dietrichおよび、 Bender(lは濃度 1N-ljl000N間において W-Ni，
W-Ag電極を使用して共の良否を論じているn
! と野，太万JII:宝工大研報， 2， 153 (19男)
2 N. H. Furman and G.羽人 Low: J.Am. Chem. 50c.， 53， 1310 (1933) 
3 H. G. Dietrich and P. L. Bender : Anal. Chem.， 13， 10; (1941) 
(227) 
463 上野幸三・大 )J 川哲平
u実験装置および方法
本実験に使用した塩酸，か性ソーダ，酢酸，アンモニア7Kはそれぞれ一級!日(関東化学〉を
用い所要濃度 lN，1/10N， 1/100Nとなした。また3 使用した電極は Fig.1，2に図示せる













































び示差曲線は Fig.4， 5， 6， 7ならびに Fig.8， 9， 10， 1 に示せるごと Loまた，強塩基
(か性ソーダ〉一弱賢〔酢盟〉にj討する滴定曲線(酢酸をか性ソーダでj商定)および示差曲線
ならびに逆滴定曲線〔か性ソ{グを酢酸で滴定〉および示差曲繰は Fig.12，13， 14， 15なら




いて急激な土昇を示した。次に 1N，O.lN， O.OlN 溶液における最高電位変化を示す。
1N O.lN 。01N
アンモニアガくを混酸 EO~100mV. 50~60mV. 30~40mV. でj商定した場合




4 1. M. Kolthoff and E. B Sandell :“Textbook of Quantitative Inorganic Analysis，" 
Macmllian Company， New York， 1936， P.4ラ
(229) 
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示差曲線はそれぞれ Fig.20，21， 22，おおよび Fig.24，25， 26， 27に示せるごとし。ま
た，強塩基(か性ソーダ〕一弱酸(酢酸〉に対する滴定曲線(酢肢をか性ソーダで滴定)およ
び示差曲様ならびに逆滴定曲繰(か性ソーダを酢酸で滴定〉および示差曲線は Fig.28， 29， 





lN O.lN O.OlN 
アンモニア水を塩酸 80-100mV. 30-50mV. 20<:OmV. で滴定した場合









lN O. lN O.OlN 
30-60mV. 30~40mV. 10~20mV. 
30~50mV. 20~30mV. JO~20mV. 
(220) 




差曲線はそれぞれ Fig.36，37， 38， 39およさ Fig.40，41， 42， 43に示せるごと Lo
また，強塩基(か性ソーダ〉一弱酸(酢酸)に対する滴定曲繰(酢酸をか性ソーダで滴定〉
および示差曲椋ならひ、に逆滴定出I棋(か'1生ソーダを酢酸で滴定〉および示柔曲棋は Fig.44， 






1N O.lN O.OlN 
アンモェア水を塩酸 40~50mV. 20~30mV. 10~20mV. で滴定した場合





1N， O. 1N， O.OJN 溶液における最高電位変化を示す。
1N O.lN O.OlN 
l!jf般をか性ソー ダ 3Q， . ，10mV. 20~30mV. 10-20mV. で泊定した場合
か性ソーダを酢酸 30~40mV 2Q~30mV. 10~20mV. で滴定した場合
百) Pt+-Sb 
Pt+-Sb極使用のiP，強酸(塩酸〉一弱塩基〔アンモニア水〉に対する滴定曲線(アンモエ
ア水を塩酸で浦j定〉および示差曲線ならびに逆滴定曲線およひや示差曲線は Fig.52， 53， 54， 
55および Fig.56，5九 58，59に示せるごと Lo
また，強塩基(か性ソーダ〉一弱酸(酢酸〉に対する滴定曲線(酢酸をか性ソーダで滴定〉お
よび示差曲線ならひYこ逆滴定Eill線(か性ソーダを酢酸で消定〉および示差曲線tはFig.60，6J， 
62， 63および Fig.64，65， 66， 67に示せるごと Lo
塩酸ーアンモ=ア水滴定の場合9 その滴定企i親、および逆滴定曲繰より明らかなるごとく，酸
(231) 



























以上 Pt+-Ni，Pt+-Ag， Pt+-W， Pt+-Sb の各組合せの泊定曲線およびiÞ~i尚定出l棋な
らひ引に示差出i棋につき考察したので、あるが，綜合して見ると Pt+-Ni，Pt+-Agは塩酸 ア
ンモニア水油ti7とあるいはか性ソーダー酢西空泊定のいずれの場合も正規の滴定曲棋を国きまた終
点におけるムEjムml.も Pt+-W，日+-Sbよりも大きく lN'O.lN， O.OlN各溶液におい
て終点判定が容易で、あった。これはか性ソーダ一塩酸滴定の場合と同じく良い結果をもたらし
た。また， Pt+-W， Pt+-Sbは前二者とは異なれる形の滴定曲線を示L，ムE/ムm1.も小さ
かった。 Lかし lN，O.lN溶溶、液 vでGは終点1判F刊t可定は日明月確に認認、めら;れれ7たこが O仏.00N溶液 vででは 10mγ.
U以、下で
酸滴定を行つた場場-合〉





酸化物 Sb203 により電位差を生ずると考えられており， この酸化牧は両性であること，また
(232) 
電位差滴定法における電極(双金環)の撲択につL、て 中和/商定(強駿一弱塩基，弱酸一強塩基) 473 
Sb203 は次の様な反応を行うと考えられる 05
Sb，O， + 3H20→ 2Sb(OH)3 = 2H3Sb03 正亜アンチモン酸



















lN， O.]N， O.OlNの三濃度についてのみ行ったのて、あるが， 終点におけるムEIムml.は







6 G. A. Perley : Ind. Eng. Ch巴m.，Ana1. Ed.， 11. 319 (1939) 
(233) 
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